
１．食料自給率  水産物 ５７％ 食料全般 ４０％ 

２．県の自給率  水産物 ２１％ 食料全般 １６％ 

３．水産物の自給率（国、県）が余りにも低い、ビックリ！ 

  又 水産王国と思っていたのに何故か？          

４．県は日本海、太平洋、瀬戸内海があり、何故水産物 

  の自給率が低いのか？ なぜ輸入が急増したか？ 

５．魚介類の流通と販売方法が大きく変化、 

  流通の大型化、大型チエ－ン店、切り身の販売 

  包装（新聞紙→トレ－ラップ）の変化と清潔化 

6年間に亘って取組む 

テ－マ選定の理由 
平成２０年7月発足 

パ－ト４兵庫県の漁業の現状と今後 
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水産資源の変動､自然環境と人間活動 

第２章 海洋と水産資源の状況 



海の状況 
１．２００９年の水産白書（２００８年度 全国） 

 ①藻場（産卵、保育場）は３０年間で４０％減少 

 ②干潟（河口、前浜）は５０年間で４０％減少 

２．瀬戸内海環境フォ－ラム資料（平成１９年） 

 ①埋め立ては甲子園球場の一万倍（４５，５００ha） 

 ②人口海岸は４９％､半人工海岸が１４％､計６３％ 

３．瀬戸内海の漁獲量は１９８６と２００４年と比較 

 ①全漁獲量は ４３％減  ②アサリ ９９％減 

 ③エビ  ６５％減      ④海藻類 ８５％減 

 ⑤カレイ類 ４４％減 



昔 好漁場､浅瀬､藻場 

今 人工海岸､人工島 

明石二見海岸 

６０ｍの埋立海岸 

右 人工島 ２島 
工場地帯 



水産資源の状況と資源減少の原因 

 
漁業者の意識 



水産資源水準〔減少〕状況と推移 
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第３章 兵庫県の水産業の状況と 

漁業、漁獲量の現状 
ホタルイカ 

ハタハタ 



兵庫県の漁業について 
１）日本海、瀬戸内海の自然条件が異なる２つの海に面し 

  ており、海岸線の長さは８４８Ｋｍで長さは全国第１１ 

  位で、多彩な漁業が営まれています。 

２）日本海では､１００トン未満の中小型漁船の底曳き網 

  漁業やイカ釣り・沖合・沿岸漁業が中心に松葉ガニ、 

  香住ガニ、イカ、ハタハタ、カレイ、甘エビ、等。 

３）瀬戸内海では､５トン未満の小型船の底曳き網・船曳 

  き・刺網・一本釣り漁業などでマダイ、タコ、イカナゴ、 

  イワシ、シラス、アナゴ、カレイ、など。 

４）漁業生産量；１３０千トン、生産額４２１億円（全国９位） 

  組合員；６，２８８人、漁船数；６，３５６隻 （平成２２年） 

 



兵庫県 率 

 平成１８年  項    目 

単位 

 万人  ５５９ 

 

４.４ 

漁業就業者数 十人 ６２８ ２.８ 

漁船隻数 十隻 ７５０ ３.５ 

漁業生産量 百トン ５６８ １.３ 

養殖業生産量 百トン ７１３ ５.９ 

漁業生産額量 百トン １,２５８ 

          平 成 2 2 年 

兵庫県 率 順位 指数 

漁業生産額 千万円 ４.６ ４,８２３ 

５５９ ４.４ ７ ９９.９ 

６２９ ２.８ １２ １００.１ 

６３６ ３.４ １１ ８４.７ 

５２９ １.３ ２１ ９３.１ 

６６５ ６.０ ７ ９３.２ 

１,１９４ ２.３ １４ ９２.９ 

４,２１２ ３.０ １０ ９７.３ 

兵庫県の漁業の主要な指標 
率は全国シｴヤ､順位は全国の県別の順位､指数は兵庫県の２２年÷１８年Ｘ１００ 

２.２ 

人   口 



グラフで説明 

トン 


